
「全身バランス矯正RE:SET①」
身体への影響に関する研究

一関節可動域,筋硬度,血流改善,小顔効果―

&'`2, ′)一″ ,2026

小 島 裕 久・ ・長谷川佳子
*2・
冨 田  勝

*3

XOμ′ι4″″θ力膨・ ,〃ИSFCИι明 降 ′々〆
2,7り
ν′翻 z″∫́″ノ

3

高齢化社会を迎えた日本では,65歳以上の

人口が 3.620万人に達し,総人口に占める割合

(高齢化率)も 29.4%と なっている
い
。令和 4

年国民生活基礎調査
2)によると, 自党症状とし

て男女とも「腰痛」「肩こり」の順に有訴者率

が高くなっており,国民の加齢に伴う身体機能
の低下や見た目の変化などに注目が集まってい

る。

年齢による変化として挙げられるのが.筋
量減衰や筋力低下,可動域の縮小といった筋

骨格系機能の減衰に関わる諸症状である
3)1)。

このような生理的老化の進行は, さらなる身

体疾患の引き金となり,生活の質 (QOL)の
低下をもたらす

5)。

身体機能を高い水準で維

持することは,健康寿命の延伸や健康格差の

縮小,生活習慣病の発症予防および重症化予
防につながり,社会生活を営むために必要な

身体機能の維持に寄与する
も,。
そのため.老

化に伴う心身の不調を早期に対処することの

重要性が増している。令和 7年版高齢社会自

書')に よれば,65歳以上の人日は増加傾向が続
き,令和 25年に3.953万 人でピークを迎えると

予測されており,国民のアンチエイジングヘの

取り組みに対する関心は,将来的に高まること

が推測される。

こうしたなか,冨田勝氏が開発したのが「全

身バランス嬌正 RE:SET R」 である。一般的

な筋骨格系症状への対症療法では,痛みや不

快感のある部位を局所的に施術するため,数時
間以内に筋肉が元の状態に戻る傾向にあり,根
本的改善が難しいと考えられていた。これに対

し,「全身バランス矯正 RE:SET R」 では,症
状の出ている部位に直接介入するのではなく,

人間の身体を“本来あるべき構造"へ と再構築

することを目的とした施術を行う。この施術に

より,過負荷がかかっていた部位が解放され,
触れていない部位のコリや硬結が緩み.痛みの

軽減や血液・リンパ循::晨の改善が促されるとさ

れている。その結果.ウエストや下肢の引き締
め,臀部のリフトアップ.顔面のリフト効果な
どが確認された。本研究は,その効果を明らか

にすることで.「全身バランス矯正 RE:SET R」
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が身体に与える影響を評価するために計画 し

た。

1.研究目的

本研究は「全身バランス嬌正 RE:SET R」 の

施術によって,初期段階の身体の歪みを除去し

全身バランスを整えることで.身体にどのよう
な影響を及ぼすか検証することを目的として実

施した。

II.研究方法

1.試験デザイン

本試験は,「全身バランス矯正 RE:SET・」の

施術を行うことにより,身体への影響を頭部周

囲・フェイスライン,可動域,筋硬度,血流速

度,主観アンケートで評価することを目的とし,

施術前と施術後の比較検討を行った。

2.研究対象

本試験の選択基準を満たし,ま た本試験の参

加者となることを自発的に志願し.試験の内容
について十分な説明を受け,文書によって本試

験参加に同意をした年齢 30歳以上 59歳以下

(同意取得時)の健常な[1本人女性 15名 を対象
とした。

1)選択基準

①健常者 (本試験における健常者とは,重篤
な臓器障害や特定の疾病がなく,それらの

関連する治療を受けていないものおよび何

らかの築物療法を受けていない者をいう。

健常者に該当するか否かは,試験開始時本

人の申告を基準とする。)

②身体に疲れ,首・肩・腰に違和感がある者

③全身を鏡で見て左右が非対称の者

④小顔に興味がある者

⑤整体・スポーツジムなどに通っていない者

⑥美顔器・美容エステなど特別な肌ケアをし

ていない者

⑦現在.他の試験に参加されていない者

①文書による同意が得られる者

O以下の試験参加者除外基準に該当しない者
2)除外基準

C心不全.心筋梗塞などの治療の既往歴があ
る者

②疾患等による除外 (心房細動,不整脈.肝

障害,腎障害.脳血管障害.リ ウマチ.糖
尿病,脂質異常症・高血圧,その他の慢性

疾患等で治療中の者)通院および医薬品
(漢方薬を含む)を常用している者

O通院および医薬品 (漢方を含む)を常用し
ている者

④妊娠中,授乳中あるいは試験期間中に妊娠

する可能性のある者

⑤身体に疲れ,首・肩・腰に違和感がない者
⑥小顔に興味がない者

⑦整体・スポーッジムなどに通っている者

①美顔器使用・美容エステなどに通っている

者

① l力 月以内に整体などに行かれた者,ある
いは定期的に整体などに通われている者

⑩ l力月以内に他の臨床試験に参加した者ま

たは現在参加している者

⑪その他,試験責任医師が本試験の対象とし

て不適当と判断した者

3.倫理審査委員会および参加者の同意

本試験はヘルンンキ宣言の精神にのっとり,

医療法人社団小泉皮膚科クリニック倫理審査委

員会 (委員長 :小泉 真)の承認 (2020年 10月

21日 )を得た後.参加者に対して本試験の目的
と方法を十分に説明し書面による同意を得て実

施した。

4.試験対象「全身バランス矯正 RE:SET⑤」

(冨田勝氏開発)

本施術では以下の方法で定着を図った。前後

バランスの調整 :1分 15秒,左右バランスの調

整 :1分 15秒,正 しい立位姿勢・身体の使い

方 :30秒で計 3分間のセルフケアを日常的に実

施し,歪みの再発防 1卜を目的とした。

参加者に問診を行い,全身のバランスの重要

性と諸症状との関連を説明しながら歪ふを確認

したのち,「腰椎嬌正」,「仙骨ヘアプローチ」.
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腰椎矯正

仙骨へのアプローチ 頭蓋へのアプローチ
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「頭蓋へのアプローチ」の 3つの手技を施行し

た (図 1)。

5.評価
1)測定項目

本試験に参加を希望するボランティアから適

格基準を満たしている15名 を試験参加者とし

た。試験参加者には,試験説明・同意取得を行
い,施術前のアンケートを実施後.評価項目の

測定を行った。

頭部周囲は左右耳上部を起点にメジャーで測

定,可動域は首の左右旋回をデジタル角度計で

測定,腕の左右旋回を写真撮影.肩・腰筋硬度
は,NEUTONE TDM― Nlで測定,前屈は床か
ら中指までの距離をメジャーで測定.血流速度
は血流スコープTOKU Capinaroで動画撮影.

フェイス・腹部は3D画像解析装置 VECTRA g

Body(CanneldScientinc社 )で撮影 した。ア
ンケートは「体のすっきり感について,体のゆ

がみについて,体の動きやすさについて,体の

軽さについて,首のコリ・痛みについて,肩の
コリ・痛みについて,腰のコリ・痛みについ

て,姿勢について,顔の大きさについて」の 9

項目を参加者自身が行った。測定に際して,腕
を上げる・腰を曲げる動作については,短時間
での 2回 目の測定を実施することは可動域を

拡げる可能性もあることから,測定は 1回 とし

た。また可動域においては無理して伸ばさずに

引っ掛かり (違和感)・ 痛みを感じた部分で止

めるように指示した。

2)評価方法

評価は施術前と施術後の経時比較を行った。

客観的評価項目として,頭部周囲は耳 }1を起点
に周囲径を評価,フ ェイスラインは顎・エラ・

耳下点の角度を評価,可動域の首・腕は左右角
度の平均値を評価,前屈は床から左手中指の距

離を評価.筋硬度の肩・腰は左右筋肉の硬さの

レわ′∂2 ――
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変化量

施術前一施術後:[行 後

表 1 客観的指標の変化

測定値

頭部周囲

`1(cm)フェイスライン角度 (deg)

首可動城 (deg)

腕可動城 (deg)

前屈 (cm)

肩筋硬度 (指数)

腰筋硬度 (指数)

腹部周囲径 (cm)

血流速度量 :μ L/sec

1)1′ :

1111+1し
'Iた

く0.01“

く 0.01'・

く0.01‐

0.02'

くo.oF'

く0.01・・

く0.01・・

0.04・

0.04・

測定項目

(単位)

“134

47

114

18

35

24

81

77

67± 1.81

93± 6.41

“

±8爾

73± 15.12

53± 5.43

44± 6.90

11■ 2.71

13± 12.26

72± 12.77

141

65

131

29

21

80

81

93

67

79

77

30

19

07

57

80

-13

-6

-3

-0

4

23

25

∝

56

08

6.33

4.94

2.79

0.95

6.85

±1.81

=6.24

±9.63

±20.94

±5.77

±4.(Ю

±3.95

±12.16

±14.25

+trJ r H+llil,i, -:0.01 <0.0s. ":p<0.01

図 2 1掟 lir動城

平均値を評価.腹部周囲は腑を起点とした周囲

径を評価,血流速度は左手薬指甘皮 ドの 1秒間

に流れる血流量を評価した。主観的評価項目と

して自記式アンケートを実施し,「 1点 :大変感

じる～5点 :どちらとも言ぇない～9点 :大変

感じない」の9段階で評価した。

図 3 姿勢の変化

6.統計方法

各データは記述統計値 (平均.標準偏差)に

要約し,施術前と施術後の経時比較を Paired

t―test検定で行った。解析ソフトは Statcet 4 8)

を使用し有意水準は5%と した。

7.利益相反

本試験に係る共同研究機関.請負企業.実施

た
.カ
ム″
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図 4 姿勢の変化 (′ 1麦部 )

図 5 フェイスラインの変化

機関との間において利害関係はない。

Ш.結  果

試験参加者 (平均年齢 43.1± 7.1歳 )15名全

員が試験を完 rした。試験期間および観察期間

に有害事象を生じた参加者はなく不適格症例は

なかったため 15人全員を解析対象とした。

1.客観的指標の変化 (表 1.図 2～ 5)

「頭部周囲径」は施術前がお.67 cmに対して,

施術後が 55.93 cmで -0.74cm γ∫成少し有意差

が認められた。「フェイスライン角度」は施術

前が 134.93 degに 対して.施術後が 141.67 deg
で 6.π deg増 加し有意差が認められた。「首可

動域」は施術前が 47.66 dcgに対して,施術後

が 65.79 degで 18.13 deg増加し有意差が認め

られた。「腕可動域」は施術前が 114.73 degに

対して,施術後が 131.77 degで 17.04 deg増 加
し有意差が認められた。「前屈」は施術前が床

から18.53 cmに 対 して,施術後は5.30cmで
-13.23 cm減 少し有意差が認められた。「肩筋

硬度」は施術前が 35.44に 対して,施術後が

".19で
6.25減 少し有意差が認められた。「腰

筋硬度」は施術前が 24■ 1に 対して施術後は

21.07で 3.04減少し有意差が認められた。「 Itた

部周囲径」は施術前が 81.13 cmに 対して,施
術後が 80.57cmで 0.56cm減少し有意差が認

められた。血流速度は施術前が 77.72μ L/scc

に対 して,施術後は 81.80μ L/secで 4.08μ L/
sec増加し有意差が認められた。

レそ′ム∂2 ″
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変化量

施術前 !L‖ ,● 施術前一施術後

2.87

30()

2 93

3.00

2.40

2.07

83

∞

03

85

Z

80

()

1

1

()

0

0

7.73

8.∞

8.07

7.93

8.00

7.20

7.60

7● 7

7.17

080

1 07

0.88

1.03

1.00

2.08

1.30

1.11

1.19

士

士

士

士

士

4.86± 0.64

5.00± 1 20

514■ 099

420± 1 37

4.93± 1.16

5.60± 1.06

5.13± 2.00

4.87=2.20

4 87± 1 30

体のすっきり感について

体のゆがみについて

体の動きやすさについて

体の軽さについて

首のコリ・痛みについて

肩のコリ・痛みについて

腰のコリ・痛みについて

姿勢について

顔の大きさについて

表 2 ■観的指標の変化

測定値質F・n項 日

(点 )

p値

経時比較

施術前一施術後

く 0.01・・

く0

く0

く0

く0

く0

く0

く0

く0

01・・

01・
ネ

01“
*

01・ '

01*=

01‐

01‐

01''

「 均
士標準備差.・・ :っ く0.01

2.主観的指標の変化 (表 2)

「体のすっきり感について」は施術前が 2.87

点に対して,施術後が7.73点 で4.86点 アップ

し有意差が認められた。「体のゆがみについて」

は施術前が 3.∞ 点に対して,施術後は8.()()点

で5.00点 アップし有意差が認められた。「体の

動きやすさについて」は,施術前は2.93点 に

対して施術後が 8.07点 で5.14点 アップし有意

差が認められた。「体の軽さについて」は施術

前が 3.∞ 点に対して施術後が7.93点で4.93点

アップし有意差が認められた。「首のコリ・痛

みについて」は施術前が 2.40点 に対して.施

術後は8.00点で 5.60点 アップし有意差が認め

られた。「肩のコリ・痛みについて」は施術前

が2.07点 に対して,施術後は7.20点で5■ 3点

アップし有意差が認められた。「腰のコリ・痛

なについて」は施術前が 2.73点 に対して,施

術後は7.60点で4.87点 アップし有意差が認め

られた。「姿勢について」は施術前が 2.80点 に

対して,施術後は7.67点で4.87点 アップし有

意差が認められた。「顔の大きさについて」は.

施術前は3.27点 に対して施術後が 7.47点 で

4.20点 アップし有意差が認められた。

筋骨格系の諸症状の原因のひとつに身体の

「歪み」を挙げることができる。人体を解剖学

的に観察すると,前額面では左右対称性があ

り,矢状面では脊柱が「前弯―後弯―前弯―後

弯」と生理的湾曲を示す。この際,身体重心

が中央に位置している状態が最も理想的であ

り, この基準から逸脱した状態が「歪み」と定

義される。利き腕・利き脚.ま たは生活習慣に

よる身体の使い方の偏りにより,筋肉の使用頻

度に差が生じ,筋力や筋肉量のアンバランスが

発生する。その結果,一部の筋や関節に過剰な

負荷がかかり.収縮が持続することで慢性的な

張りが生じる。このような部位では,ブラジキ
ニンなどの疼痛誘発物質が集積し,「 コリ」を

引き起こすことが知られている。さらに,筋緊

張部位では血流低下により酸欠状態が生じ,解

糖系の活性化によってピルビン酸が乳酸へ変

換され.水素イオンの増加によって pHが低下

する。これによリカルシウムイオンの放出が

阻害され,筋収縮機能が低下する。結果とし

て.過緊張部位の周囲では筋活動の低下と血

行不良が起こり,いわゆる「たるみ」の形成に

Ⅳ.考  察
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つながる。こうした歪みに対応することができ

るのが,冨田氏が開発した「全身バランス嬌正

RE:SET.」 である。
「全身バランス嬌正RE:SET R」 では,まず

身体の歪みを整えた上で,筋細胞が全て入れ替
わる約 3カ 月の周期を利用し,その期間をかけ

て脳と筋肉に新しいバランス情報を再学習・定

着させることを重視する。記憶定着に関して

は,エビングハウスの忘却曲線に示されるよう
に,人間の脳は24時間で約 72%の情報を忘却
する。一方.身体運動として学習された記憶は

長期的に保持されやすいことが知られている。

「全身バランス矯正 RE:SET k」 は「身体記憶

(運動記憶 )」 の特性を応用し,姿勢やバランス

の情報を脳に定着させ,再発を防ぐ施術体系を

形成している。

われわれは,「全身バランス矯正 RE:SET・」
の施術が身体の歪みを取り,バランスを搭える

ことによって,身体に生じる影響を検証した。
全身の左右のバランスを観察するために,関節

可動域の評価では首・腕の左右測定値,筋硬度
では肩・腰の左右の測定値の平均を評価に用い

た。

頭部にバランスの偏りがあると頭部の大きさ

にひずみが生まれる。バランスを整えることで

頭部周囲径が減少すると考えられるため,本試

験で検証したところ,施術により頭部周囲径が

施術前よリー1.3%(-0.74 cm)減 少が確認さ

れた。主観的指標では 100%(15名 )力ヽ 顔幅
が施術前より小さくなったと評価している。頭

部の変化は体感性の高いものだったといえるだ

ろう。

可動域については,首は施術前より38.0%

(18.13° ),腕 は施術前より14.8%(17.03 cm)

可動域が拡がった。前屈は施術前よリー71.4%

(-13.23 cm)左手中指と床の距離が縮まった。

15名 中 5名が,左手中指を床に着けることがで

きた。

筋硬度は.肩は施術前よリー17.6%(-6.25)

硬さが減少し,筋の柔軟性が増していた。腰に
ついても,施術前よリー12.6%(-3.03)硬 さ

が減少し筋の柔軟性が増していた。施術後の血

行への影響を観察したところ,左薬指毛細血管
は施術前より5.3%(4.08 μL/sec)血流速度が

速くなり,血流が良くなると毛細血管の形が整
うこと・太くなることが確認された。

これらの変化は施術により,筋が収縮と弛緩

を繰り返したため.筋の血液循環が向上したこ

とによると考えられた。血流量の増加により筋

温が上昇し.筋硬度の低下をもたらし,筋の仲
張性が向上するとともに関節可動域が拡大した

と推察された。筋と皮膚の血流量増加が筋硬度

を減少させることは,腰痛や肩こりの緩和にも

有効となるであろう。

筋骨格系の歪みは,関節を保持する筋肉の

不具合やアンバランスに起因するといわれてい

る°。「全身バランス嬌正 RE:SET P」 の施術

で身体の歪みを矯正し,バランスを整えること

は,関節可動域・筋硬度の低下・血行の改善に

有効であることが示唆された。

「全身バランス嬌正 RE:SET R」 は身体の歪

みを取り除くことで身体の不具合を解消する施

術であり.「腰椎矯正」,「仙骨ヘアプローチ」,

「頭蓋へのアプローチ」の3つの手技を行うこ

とにより,可動域・筋硬度・血行・姿勢・小顔
への改善効果をもたらすことが示唆された。試

験参加者 15人は試験期間中.お よび経過観察

期間の 2週間において不調を訴えることはな

く,施術の安全性に問題はないと言える。
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